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 要  旨 
 
 視覚系に障害を生じてしまった場合、聴覚や触覚など他の感覚系からの支援を
受けることで視覚情報を獲得する必要がある。特に重度視覚障害者に対しては、
このような情報獲得手段が極めて重要であるため、感覚代行や仮想現実などの分
野で支援装置に関する研究がなされる一方、代行するモダリティに対する感覚・
認知研究が歴史的にも数多くなされている。その中でも、空間要素が重要な意味
を持つ視覚パターン認知については、他のモダリティよりも空間次元の情報伝達
に適している触覚支援に依存することが多く、触覚パターン認知に関する研究は
多い。しかし、触覚に変換される複雑な視覚パターンの認知には限界があること
も指摘されている。 
 これに対し、触パターン認知の際に音声支援を併用することによって認知の促
進を図る研究が試みられるようになった。具体的な例としては、タブレットの上
に印刷した紙の触図を置き、PC(パソコン)との連携により触察している位置を検
出し、その部分の情報を音声で伝達するという方式を用いている。しかし、この
方式の場合には紙という媒体を使うことにより、触察対象の交換や、触図の細か
な特徴を拡大して触りたいといったときにその都度触図を印刷しなおす必要があ
り、物量的・時間的な障害となることが考えられる。 
 この問題の解決法としては、動的な利用ができ、かつ触覚提示可能な媒体であ
るインタラクティブ型触覚ディスプレイを用いることが提案できる。これによっ
て、触図のペーパーレス化を実現し、紙という静的な媒体では不可能であった動
的な利用、つまり拡大・縮小や情報の交換といったことをリアルタイムで可能と
することが考えられる。 
 本研究ではこれらの問題の解決を図るために、インタラクティブ型触覚ディス
プレイを用い、音声支援可能、かつ動的な利用も可能な触図提示システムを構築
した。また、システムの評価実験を行い、「案内図」、「地図」、「動物のイラ
スト」の3種類の触図を用いてシステムの伝達可能性の検証した。 
 その結果、案内図、地図についてはそれぞれの用途に即した情報を伝達できた
と考えられ、動物のイラストについては音声支援による認知の向上が認められた。
また、それぞれの実験の結果から、更に効果的な音声支援方法についての指針を
得ることができた。 
 
